
GW-US54GXS　Windows7(32/64)でのXLink Kai接続手順書
Version : GW-US54GXS_QIG_WIN7_XLINK_V1

http://www.planex.co.jp/support/download/wireless/gw-us54gxs.shtml

【2】 ダウンロードした「gw-us54gxs_v61700.exe」を任意の場所に展開します。

【4】 プロパティ内の「互換性」タブから以下の項目を設定して、[適用]→[OK]をクリックします。
・互換モード「互換モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。
・互換モード「Windows Server 2003 (Service Pack 1)」を選択します。

・特権レベル「管理者としてこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。

2006/12/14公開のWindows Vista/XP/Me/98SE版ドライバ・ユーティリティ
(Driver Version：6.17.0.0　Utility Version：2.24.0.0)をダウンロードします。

【1】

展開後に作成されたフォルダ内の「PCI_GW-US54GXS_6_17_0_0_JP.exe」の右クリックメ
ニューを開き、プロパティをクリックします。

【3】
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【5】 「PCI_GW-US54GXS_6_17_0_0_JP.exe」をダブルクリックします。

【6】 「ユーザー アカウント制御」ダイアログが表示されますので、[はい]をクリックします。

「PCI GW-US54GXS 54Mbps WLAN USB Adapter用のInstallShield Wizard」が
表示されますので、［次へ］をクリックします。

【7】
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【8】 「インストール先の指定」が表示されますので、［次へ］をクリックします。

【9】 インストールが終了しましたら、[完了]をクリックします。

◆インストール先を変更するときは、［参照］をクリックしてインストール先を指定します。
   通常は変更する必要はありません。
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【9】の後に「Windowsセキュリティ」ダイアログが表示されますので、
[このドライバー ソフトウェアをインストールします]をクリックします。

【10】

デスクトップに作成されたショートカット「PCI GW-US54GXS Utility」の右クリックメニューを
開き、プロパティをクリックします。

【11】
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【12】 プロパティ内の「互換性」タブから以下の項目を設定して、[適用]→[OK]をクリックします。
・互換モード「互換モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。
・互換モード「Windows Server 2003 (Service Pack 1)」を選択します。
・特権レベル「管理者としてこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。

【13】 GW-US54GXSをPCのUSBポートに挿入して、ドライバーソフトウェアをインストールします。

◆自動でインストールできない場合は、以下の手順でインストールします。

◆ドライバーソフトウェアのインストールが自動的に開始されますので、
   終了までしばらくお待ちください。

①[スタート]メニューから、[コンピュータ]を右クリック→[プロパティ]を選択し、
   [デバイス マネージャー]をクリックします。
②「ほかのデバイス」から「PCI GW-US54GXS」の右クリックメニューを開き、
   プロパティをクリックします。

5 PLANEX COMMUNICATIONS INC.



③プロパティ内の「ドライバー」タブから[ドライバーの更新]をクリックします。

④「コンピューターを参照してドライバー ソフトウェアを検索します」をクリックします。
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※【8】で初期設定のままインストールした場合、以下のフォルダを指定します。

⑥「閉じる」をクリックします。

⑤[参照]をクリックして、【8】で指定したフォルダ内にある「InsDrvTemp_USB」を選択し
て

　　・32ビット版Windows 7：
      [C:\Program Files\bRoad Lanner Wave\GW-US54GXS\InsDrvTemp_USB]
　　・64ビット版Windows 7：
      [C:\Program Files (x86)\bRoad Lanner Wave\GW-US54GXS\InsDrvTemp_USB]
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◆64ビット版Windows7の場合、「プログラム互換性アシスタント」ダイアログが
   表示されますので、[閉じる]をクリックします。

[スタート]メニューから、[コンピュータ]を右クリック→[プロパティ]を選択し、
[デバイス マネージャー]をクリックします。

【14】

【15】 「ネットワーク アダプター」から「PCI GW-US54GXS 54Mbps WLAN USB Adapter」の
右クリックメニューを開いて、プロパティをクリックします。
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【18】 ダウンロードした「XLinkKai-win-jp.zip」を任意の場所に展開します。

XLink Kai 日本語版公式サイト(http://xlink.planex.co.jp/)から、
「XLink Kai for Windows」をダウンロードします。

【17】

プロパティ内の「詳細設定」タブから「PSPXLinkMode」の値を「Enable」に変更して、
[OK]をクリックします。

【16】

展開後に作成されたフォルダ内「setup.exe」の右クリックメニューを開き、
プロパティをクリックします。

【19】
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【20】 プロパティ内の「互換性」タブから以下の項目を設定して、[適用]→[OK]をクリックします。
・互換モード「互換モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。
・互換モード「Windows XP (Service Pack 3)」を選択します。
・特権レベル「管理者としてこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。

【21】 「setup.exe」をダブルクリックします。

【22】 「ユーザー アカウント制御」ダイアログが表示されますので、[はい]をクリックします。
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【24】 「インストール先の指定」が表示されますので、［次へ］をクリックします。

「XLink Kai日本語版セットアップウィザードの開始」が表示されますので、
［次へ］をクリックします。

【23】

◆インストール先を変更するときは、［参照］をクリックしてインストール先を指定します。
   通常は変更する必要はありません。
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【25】 「プログラムグループの指定」が表示されますので、［次へ］をクリックします。

【26】 「追加タスクの選択」が表示されますので、［次へ］をクリックします。 

【27】 「インストール準備完了」が表示されますので、［インストール］をクリックします。

◆プログラムアイコンを作成する場所を変更するときは、［参照］をクリックして作成する
   場所を指定します。通常は変更する必要はありません。

◆デスクトップに「XLink Kai日本語版」のショートカットを作成するときは、
   「デスクトップ上にアイコンを作成する」をチェックします。
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使用許諾が表示されますので、内容をお読みいただき、同意されましたら［はい］を
クリックします。

【28】

「XLink Kai日本語版セットアップウィザードの完了」が表示されますので、
「すぐ再起動」または「後で手動で再起動」のどちらかを選択し、［完了］をクリックします。

【29】
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【31】 プロパティ内の「互換性」タブから以下の項目を設定して、「適用」→「OK」をクリックします。
・互換モード「互換モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。
・互換モード「Windows XP (Service Pack 3)」を選択します。
・特権レベル「管理者としてこのプログラムを実行する」にチェックを入れます。

PC再起動が完了しましたら、プログラム一覧から「XLink Kai 日本語版 - ユーザー登録」,
「XLink Kai 日本語版 - 設定」, 「XLink Kai 日本語版」いずれかの右クリックメニューを
開き、プロパティをクリックします。

【30】
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【33】 「ワイヤレスネットワーク接続」の右クリックメニューから「接続/切断」をクリックします。

【34】 「PSP_xxxxxx」という名称のSSIDを選択して、[接続]をクリックします。

以上でWindows 7での設定は完了です。

以降は下記URL「XLink Kai 設定手順 - STEP5 ゲームで遊ぶ」を参照してください。
http://xlink.planex.co.jp/procedure_74_jp/win_step05.html

困ったときは、下記URL「FAQ」を参照してください。
http://xlink.planex.co.jp/faq.html

[スタート]メニューから、[コントロールパネル]をクリック→[ネットワークとインターネット]を
クリック→[ネットワークと共有センター]をクリック→[アダプターの設定の変更]を
クリックして、「ネットワーク接続」を開きます。

【32】
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